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サウロは三 日間、目が見えず、食べも飲み

もしなかった。

(使徒言行録 9章 9節 )

イエスを信 じる者たちを脅迫 し、殺そ うと

意気込んでダマスコに向かつたサウロは、突

然天からの光を受けて、地に倒れました。そ

こでイエス・キリス トの声を聞いたのです。

サウロは地面から起き上がって 目を開けま

したが、何 も見えません。彼はダマスコに連

れて行かれ、そのまま三 日間、目が見えず、

食べることも飲むこともしないまま、深い闇

の中で過 ごしました。

地に打ち倒 されたサウロが、天か ら語 りか

ける声に 「主よ、あなたはどなたですか」 と

尋ねた時、「わたしは、あなたが迫害 している

イエスである」とい う答えが返つてきました。

このことはサウロにとって、まさに天地がひ

つくり返るような体験であったにちがいあ り

ません。神を冒涜する者 として処刑 されたイ
エスが、いま生ける神 として語 りかけてきた

か らです。サウロはその時、 自分がこれまで

神様のためだと信 じて人生をかけて行つてき

たことが、神様のためどころか、む しろ神様

に敵対する行為だったことを知ったのです。

サウロは、三 日間ひたす ら祈ってお りまし

た。彼は深い闇の中で、この先いったい どう

生きていったらよいか、自分の人生をどうし

ていこうか、暗中模索の状態でひたす ら神の

導きを求めていたのです。

生けるキリス トとの出会いを体験 して、言

葉に尽 くせない衝撃を受けたサウロにとつて、

次に来ることは、 自分の犯 した罪におののく

ことであ りました。「深い淵の底から、主よ、

あなたを呼びます。…あなたが罪をすべて心

に留められるなら、主よ、誰が耐ええましょ

う。」 (詩編 130編 1、 3節 )と い うことを体験

したのです。

特に犯罪を犯 したわけでもない一般の人で

あつても、主なる神のみ前に立てば耐えるこ

とが出来ません。ましてクリスチャンを迫害

してきた人物ならなおさらです。サ ウロが直

面 したのは、欠点を改めた ら正 しい道に立ち

返ることが出来るとい うような、比較的簡単

なことではあ りません。 自分の罪はもはや 自

分で償 うことが出来ないほど大きく、神様が

それを数え上げられたら、もはや 自分は生き

るすべがなく、神様の前に滅ばされずにお ら

れない、…・とい うことであつたのです。

しか し暗闇の中に一条の光が差 し込んでい

ました。殺 されたけれ どもいま生きてお られ

る主イエスはサ ウロに 「起きて町に入れ。そ

うすれば、あなたのなすべきことが知 らされ

る」 と語つて下さいました。サウロは神様に

滅ばされて しま うとい う恐怖 と、それでも救

いの道が用意 されているのではないかとい う

かすかな希望の中で、祈ることで神様の助け

を求めつつ、三 日間を過 ごしたのです。そし

てその間に幻が与えられました。アナニアと

い う人が入つて来て自分の上に手を置き、元

どお り目が見えるようにしてくれるとい う…。

主イエスの命令を受けたアナニアがただち

にサウロのもとに向かい、彼の上に手を置い

て神のみこころを告げると、サウロの 日から

うろこのようなものが落ち、元通 り見えるよ

うにな りました。 これは、それまでのキリス

ト以外のものに心を奪われていたサ ウロが死

んで、キ リス トか ら注がれる命によって復活

したことを示 しています。だからこそ、洗ネL

を受けてクリスチャンになることが出来たの

です。サウロはこうしてキ リス トと一体 とな

り、キリス トの死 と復活にあずかる者にな り

ました。

い くらサウロであつても、この時から急に

主にあつて完全な人間になったのではあ りま

せん。まだまだ試行錯誤の人生は続きますが、

この時、決定的な一歩が踏み出されました。

もはや後戻 りすることはありません。

サウロにとっての信仰の出発点は、まさし

く私たち皆にとっても信仰の出発′点なのです。

(2016年 8月 13日 の礼拝説教より)
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